
 
 

次の内容をお子さんと一緒にご確認ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活面 
〇朝食は毎日しっかり食べるようにしましょう。 

〇よりよい睡眠をとるようにしましょう。 

〇テレビやゲーム、タブレットなどの使用時間をなどについて約束をつくり、守りましょう。 

〇家庭で読書をする時間を設け、本の内容などについて親子で話してみましょう。 

〇親子一緒に過ごす時間をつくり、会話のキャッチボールをしましょう。 

〇休みの日も 60分は、運動したり散歩したりするなど、体を積極的に動かしましょう。 

学習面 
〇宿題は、毎日確認し、必ず取り組みましょう。終わったら、お家の人に報告しましょう。 

〇難しい問題やできない問題でもあきらめず、じっくりと考えましょう。 

〇ふだんから、学習計画表を作成し、計画的に学習に取り組みましょう。 

学校への服装 
〇衣服は、清潔なもの、安全で動きやすいもので登校しましょう。 

〇ハンカチとティッシュを身に付けましょう。（ケースを使用する場合、安全上斜めがけは不可） 

〇外靴は、体育の時間を考えて、運動ができる靴を履きましょう。 

 

～学校へ持って行く物には、必ず記名をしましょう。～ 



 

 

 

 

 

あいさつ 
〇自分

じ ぶ ん

から進
すす

んでさわやかなあいさつをします。  

〇呼
よ

ばれたら、声
こえ

に出
だ

して返事
へ ん じ

をします。 

    

時間
じ か ん

を守
まも

る  
〇授業

じゅぎょう

や休
やす

み時間
じ か ん

などの開始
か い し

・終 了
しゅうりょう

時刻
じ こ く

を 

守
まも

ります。 

言葉
こ と ば

づかい 
〇だれもが気持

き も

ちのよい生活
せいかつ

ができるよう 

やさしい言葉
こ と ば

づかいを心
こころ

がけましょう。 

登
とう

下校
げ こ う

の仕方
し か た

              
〇校帽

こうぼう

をかぶりましょう。 

〇決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

りましょう。 

〇登
とう

下校
げ こ う

の時間
じ か ん

を守
まも

りましょう。 

（登校
とうこう

時間
じ か ん

８:10～８:20） 

〇交通
こうつう

ルールを守
まも

りましょう。 

〇途中
とちゅう

で忘
わす

れ物
もの

に気
き

が付
つ

いても家
いえ

に取
と

りに帰
かえ

りません。 

服装
ふくそう

 
〇校舎

こうしゃ

内
ない

、授業
じゅぎょう

中
ちゅう

など時
とき

や場所
ば し ょ

、状 況
じょうきょう

に 

応
おう

じた服装
ふくそう

をしましょう。 

（マフラーや耳当て、手袋など） 

〇上
うわ

ばきの甲
こう

の部分
ぶ ぶ ん

と後
うし

ろの部分
ぶ ぶ ん

に、クラス 

と名前
な ま え

を書
か

きましょう。 
 

物
もの

の整
ととの

え方
かた

 
〇靴箱

くつばこ

、かさ立
た

て、ロッカー、廊下
ろ う か

フック、机
つくえ

の中 

など、ルールを守
まも

って、自分
じ ぶ ん

も友達
ともだち

も使
つか

いやすいよ

うに整理
せ い り

整頓
せいとん

をしましょう。 

名札
な ふ だ

（１年生のみ） 
〇登校

とうこう

したら、名札
な ふ だ

を誰
だれ

からも見
み

えるように 

左
ひだり

胸
むね

につけ、帰
かえ

るときは外
はず

しましょう。 
 

学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

・持
も

ち物
もの

 

クラス名
めい

と記名
き め い

を忘
わす

れずに 

〇筆箱
ふでばこ

は、無地
む じ

の箱型
はこがた

で１本１本の鉛筆
えんぴつ

が固定
こ て い

できるもの。 

〇Ｂまたは２Ｂ（高学年
こうがくねん

はＨＢも可
か

）の鉛筆
えんぴつ

４～６本
ほん

。 

赤
あか

鉛筆
えんぴつ

１本
ほん

。白
しろ

い消
け

しゴム 黒
くろ

の油性
ゆ せ い

ペン（ネームペン）。 

筆箱
ふでばこ

に入
はい

る長
なが

さの直
ちょく

定規
じょうぎ

（透明
とうめい

なものがよい。折
お

りたたみは不可
ふ か

。） 

※シャーペンは、筆圧
ひつあつ

が安定
あんてい

せず芯
しん

が折れ
お  

やすいため不可
ふ か

。 

〇無地
む じ

の下敷
し た じ

き  〇色
いろ

鉛筆
えんぴつ

（１２色） 

〇ハンカチ、ティッシュ（ハンカチは毎日
まいにち

取
と

り替
か

えて清潔
せいけつ

に。） 

〇給食用
きゅうしょくよう

ナフキン、口拭
く ち ふ

きタオル（毎日
まいにち

取
と

り替
か

えて清潔
せいけつ

に。） 

※下校
げ こ う

後
ご

、忘
わす

れ物
もの

は取
と

りに来
き

ません。（どうしても必要
ひつよう

なもの

は例外
れいがい

です。取り
と  

にくる場合
ば あ い

はお家
お う ち

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に、学校
がっこう

に

来たら
き   

、まず警備員
けいびいん

さん、職員室
しょくいんしつ

に声
こえ

をかけてください。） 

給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

 

・石
せっ

けんできれいに手
て

を洗
あら

います。 

・白衣
は く い

、帽子
ぼ う し

をつけ、マスクをします。 

・長
なが

い髪
かみ

は結び、帽子
ぼ う し

の中
なか

に入
い

れます。 

・白衣
は く い

は床
ゆか

などに置
お

きません。 

・白衣
は く い

を着
き

たまま、 

トイレに行
い

きません。 

 

タブレット端末
たんまつ

 学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

の一
ひと

つとして扱
あつか

います。 

〇児童
じ ど う

の学習
がくしゅう

や学校
がっこう

との連絡
れんらく

のために使用
し よ う

します。 〇毎日
まいにち

、ご家庭
か て い

で充電
じゅうでん

をお願
ねが

いします。 

〇相手
あ い て

の気持ち
き も  

を考 え て
かんが     

発言
はつげん

（発信
はっしん

）します。    〇学校
がっこう

（学童
がくどう

）、家庭
か て い

以外
い が い

では使い
つか  

ません。 



 

 

 

学習
がくしゅう

の始
はじ

め方
かた

・終
お

わり方
かた

 
①姿勢

し せ い

を正
ただ

しくして心
こころ

の準備
じゅんび

をします。  ②全員
ぜんいん

であいさつをします。 

姿勢
し せ い

・椅子
い す

のすわり方
かた

 
「ピン・ピタ・グー」 

＜ポイント＞ ★背筋
せ す じ

は「ピン」  

★足
あし

のうらは床
ゆか

に「ピタ」  

★おなかと机
つくえ

の間
あいだ

は「グー」ひとつ分
ぶん

あける。 

ノートの使
つか

い方
かた

 
〇決

き

められたノートを使
つか

います。  〇日付
ひ づ け

、めあてを記入
きにゅう

します。 

〇正
ただ

しい鉛筆
えんぴつ

の持
も

ち方
かた

で書
か

きます。 〇下敷
し た じ

きをしいて書
か

きます。 

〇定規
じょうぎ

を使
つか

って線
せん

を引
ひ

きます。 

〇ノートを忘
わす

れたら先生
せんせい

に伝え
つた  

、代
か

わりの所定
しょてい

の用紙
よ う し

に書
か

きます。 

発言
はつげん

の仕方
し か た

・話
はな

し方
かた

 
〇だまって手

て

を挙
あ

げます。 

〇名前
な ま え

を呼
よ

ばれるまで待
ま

ちます。 

〇名前
な ま え

を呼
よ

ばれたら「はい」と返事
へ ん じ

をします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話
はなし

の聞
き

き方
かた

 
〇先生

せんせい

や友達
ともだち

が話
はな

している時
とき

は、話
はなし

の内容を 

考えながら静かに聞
き

く。 
 

体育
たいいく

の時
とき

の服装
ふくそう

 
〇紅白帽

こうはくぼう

をかぶり、上着
う わ ぎ

の裾
すそ

はズボンの中に入れます。 

〇長
なが

い髪
かみ

の毛
け

は、動
うご

きやすいように束
たば

ねたり留
と

めたりします。 

〇冬
ふゆ

は上にトレーナーを着
き

ても構いません。（体育着として使用） 

（フードやひも、ファスナーのあるもの、飾
かざ

りのついたものは不可
ふ か

） 

〇見学
けんがく

する場合
ば あ い

は、必
かなら

ず保護者
ほ ご し ゃ

が連絡帳
れんらくちょう

で知
し

らせます。 
 

 

 

≪話
はな

し方
かた

名人
めいじん

≫（声
こえ

のものさしを使
つか

って） 

①聞
き

き手
て

を見
み

る。  

②声
こえ

の大
おお

きさに気
き

を付ける。  

③ていねいな言葉
こ と ば

で最後
さ い ご

まで 

話
はな

す。 

 

≪聞
き

き方
かた

名人
めいじん

≫ 

①話
はな

し手
て

を見
み

る。  

②最後
さ い ご

まで聞
き

く。  

③うなずきながら聞
き

く。 

 

プラスα 

最後
さ い ご

に、質問
しつもん

やつけたしな

どがないか聞いて
き   

対話的
たいわてき

に

学びましょう
まな          

。 

プラスα 

リモート学習
がくしゅう

の時
とき

は、必要
ひつよう

なことなどについ

てメモを取りながら
と     

聞き
き  

ましょう。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

≪宿題以外にもこんな自主学習に取り組んでみましょう！≫ 
自主学習のヒント 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

音読 ・ 視写 音読（国語以外の教科書も読む。） 

読  書 （成長に合わせて、幅広く。記録をつける。） 

日記（３～5 行） 日記（学年が上がるに従い、行動や様子、気持ちや考えを多く表現する。） 

ひらがな練習 

漢字練習 

新出漢字練習 

熟語作り・短文作り 

新出漢字の練習、既習漢字の練習 

教科書の重要語句の意味調べ・熟語作り 

言葉遊び（文作り・しりとり等） 漢字しりとり 新聞のスクラップ（ニュース紹介） 

 

たし算・ひき算 

 

たし算ひき算

（二桁） 

九九暗唱 

 

九九暗唱 

かけ算、わり算 

計算問題の繰り返し練習 

（答え合わせ後、間違ったところを直す。） 

調べ学習  家でやっている問題集 

苦手な学習こそチャレンジ！ 

学校で学習したことの復習（振り返り） 

分からない言葉について調べる等の予習 

タブレットによる学習（使用する時間を決めて取り組みましょう。） 
 

保護者のかかわり方 
1年 2年 3年 4年 5年 6年 

☆家の人が点検します。 

☆できる限りそばにいて、頑張 

 ったことをほめ、やり遂げた 

喜びと自信をもたせるように 

しましょう。 

☆家の人と一緒に確認します。 

☆頑張ったことをほめたり、小

さな目標の立て方や成功イ

メージがもてるようなアド

バイスをしたりしましょう。 

☆取り組めたかどうかを家の人に児 

童自ら報告させましょう。 

☆社会的な出来事について意見を交 

流したり、一緒に読書をして感想 

を述べ合ったりしましょう。 
☆自主的に学習が進められるように、環境を整えましょう。（テレビを消す、保護者も読書をする等） 

☆タブレット端末も学習道具の一つ。お子さんが何を取り組んでいるのか確認しましょう。 

☆タブレット端末等使用に関して、使用時間や頻度など、家庭でのルールを決めましょう。 
 

①学年
がくねん

×１０分
ぷん

＋１０分
ぷん

が大北小の家庭
かてい

学 習
がくしゅう

の目 標
もくひょう

です。 

学習
がくしゅう

計画
けいかく

を立
た

てて、１年生
ねんせい

２０分
ぷん

、２年生
ねんせい

３０分
ぷん

、３年生
ねんせい

４０分
ふん

、４年生
ねんせい

５０分
ふん

、５年生
ねんせい

６０分
ぷん

、 

６年生
ねんせい

７０分
ぷん

を目標
もくひょう

に、毎日
まいにち

家庭
か て い

学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みましょう。 
 

②ながら勉 強
べんきょう

はやめて、時間
じ か ん

を決
き

めて 集 中
しゅうちゅう

して取
と

り組
く

みましょう。 

テレビ
て れ び

を見
み

ながら、音楽
おんがく

を聞
き

きながら、おかしを食
た

べながらなどの「ながら勉強
べんきょう

」はやめましょう。机
つくえ

の上
うえ

は勉強
べんきょう

道具
ど う ぐ

だけにして、きれいな 机
つくえ

の上
うえ

で 集 中
しゅうちゅう

して 学 習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みましょう。 
 

③よい姿勢
しせい

で学 習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みましょう。 

学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

む時
とき

はよい姿勢
し せ い

で取
と

り組
く

み、ていねいな字
じ

で書
か

きましょう。 
 

④復 習
ふくしゅう

を大切
たいせつ

に取
と

り組
く

みましょう。 

 応用編
おうようへん

：興味
きょうみ

を高
たか

める予習
よしゅう

や探究
たんきゅう

心
しん

を伸
の

ばす自主
じしゅ

学 習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みましょう。 

その日
ひ

のうちに学習
がくしゅう

したことを復習
ふくしゅう

することで力
ちから

が付
つ

いていきます。教科書
きょうかしょ

をもう一度
い ち ど

読
よ

んだり、

問題
もんだい

をもう一度
い ち ど

やってみたり、ドリル
ど り る

にくり返
かえ

し取
と

り組
く

んだりしてみましょう。 

また、教科書
きょうかしょ

の、今後
こ ん ご

学習
がくしゅう

する単元
たんげん

のところを読
よ

んで、分
わ

からない言葉
こ と ば

を調
しら

べる等
など

、予習
よしゅう

にも取
と

り組
く

み

ましょう。次
つぎ

の学習
がくしゅう

への興味
きょうみ

が高
たか

まります。終
お

わったら、明日
あ し た

の用意
よ う い

を忘
わす

れずにしましょう。 

 

 


